








第 I課題:現在実施されている代謝異常スクリーニング法の改善

　現在、既に各地において、PKU、ガラクトース血症、メイプルシロップ尿症(以

下 MSUD と略)、ホモシスチン尿症、ヒスチジシ血症の 5種類に対して、新生児

スクリーニングが実施されている。アミン酸についてのスタリーニングとして

は、現在、ガスリーによる BIA(細菌成長阻止法)が行なわれているが、BIA 法

は、判定は主観の入り得る方法であり、試薬の調整もむずかしく、技術者の熟

練が必要てあり、自動化は困難である。そのために、BIA に代わる、自動化し

得るアミノ酸の微量定量法の研究が行なわれた。


